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平成 18 年 3 月期  第 3 四半期財務・業績の概況（非連結） 

 

平成 18 年 1 月 27 日 

会社名 株式会社セガトイズ （JASDAQ・コード番号：7842） 

（ＵＲＬ http://www.segatoys.co.jp/  ）   

代 表 者  役  職  名 代表取締役社長  

       氏    名 國分 功  

問 合 せ 先       責任者役職名 管理部部長  

       氏    名 福島 信人 ＴＥＬ：（03）5822 - 6244       

               
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 
  

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 

 ・たな卸資産の計上は、帳簿棚卸高によっております。 

 ・その他影響額が僅少なものは、一部簡便的な方法によって 

  おります。 

： 有・無 

② 最近事業年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 有・無 

③ 記載の業績数値は監査法人による監査を受けておりません。 
 

 
２．平成18 年 3 月期第 3 四半期財務・業績の概況（平成17 年 4 月 1 日～平成 17 年 12 月 31 日） 

(1) 経営成績の進捗状況 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      
四半期（当期） 
純 利 益       

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 

18 年 3 月期第 3 四半期 11,920 (42.2) 1,216 (68.2) 1,188  (74.2) 735 (92.1) 

17 年 3 月期第 3 四半期 8,380  (14.4) 723  ― 682         383  ―  

(参考)17 年 3 月期 10,273     598     559         437     

 
 

 
１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜在株式調整後 

１株当たり四半期 

(当期)純利益 
 円    銭 円    銭 

18 年 3 月期第 3 四半期 36  74  35  63  

17 年 3 月期第 3 四半期 67  88  66  05  

(参考)17 年 3 月期 76  81  73  51   

 (注) 1．売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示します。 

    2. 平成17年３月期第３四半期につきましては、前年の平成16年３月期第３四半期開示において、

売上高の開示のみを行なっている為、売上高のみパーセント表示しております。 

    3. 平成 17 年 11 月 18 日をもって平成 17 年９月 30 日最終の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は

記録されている株主の所有株式を１株につき３株の割合をもって分割しております。 

     この為、平成 18 年３月期第３四半期における１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益は、当該株式分割が期首に行なわれたものとして計算しております。 
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[経営成績の進捗状況に関する定性的情報等] 

当第３四半期（平成17 年 4 月１日から平成 17 年 12 月 31 日まで）におきましては、中期基本方針であ

る「従来の玩具の枠にとらわれない ニューマーケティングトイカンパニー」の具体化に向け、これまでに

なかった新しい価値の創造、新しい市場の開拓、セガサミーグループシナジーの発揮に取り組んでまいり

ました。 

エデュテイメント事業につきましては、本格的教育プラットフォーム「ビーナ」を昨年８月に発売し、

クリスマス商戦にて販売が堅調に推移したことにより、売上高は前年比 3.3％減の 2,118 百万円となりま

した。 

ファミリーエンターテイメント事業につきましては、家庭用星空投影機「ホームスター」がテレビや新

聞・雑誌で大きく取り上げられ、業界内外で話題となり、異業種への販売を含め売上高に大きく貢献いた

しました。さらに「idog」「脳力トレーナー」の販売が好調に推移し、新たな収益の柱となりました。海外

展開につきましても、ソフト内蔵型 TVGame「メガドライブ PlayTV」の販売が好調に推移したことに加え、

ハスブロ社向け「idog」が北米で話題商品になるなど好調に推移したことから、売上高は前年比 135.8％

増の 4,548 百万円となりました。 

ＮＥＷコンテンツビジネス事業につきましては、アンパンマンシリーズが堅調に推移し、お茶犬シリー

ズ、ムシキングシリーズが好調に推移したことに加え、新キャラクター「アニマル横町」「オシャレ魔女 ラ

ブ and ベリー」商品を発売し、売上高は前年比 14.6％増の4,140 百万円となりました。 

その他事業は、カプセル玩具が新たな収益の柱となり、売上高は前年比71.7％増の 1,113 百万円となり

ました。 

その結果、当第３四半期までの業績は、売上高 11,920 百万円、営業利益 1,216 百万円、経常利益 1,188

百万円、四半期純利益735 百万円となりました。 

 

 
(2) 財政状態の変動状況 

 総 資 産 株 主 資 本      株主資本比率 
１株当たり 
株 主 資 本      

 百万円 百万円 ％ 円    銭 

18 年 3 月期第 3 四半期 8,604   4,366   50.8   205  72  

17 年 3 月期第 3 四半期 5,968   1,281   21.5   219  44  

(参考)17 年 3 月期 4,341   1,368   31.5   230  26  

 

【キャッシュ・フローの状況】 

 
営 業 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高          

 百万円 百万円 百万円 百万円 

18 年 3 月期第 3 四半期 △882   △1,027   2,071   1,024   

17 年 3 月期第 3 四半期 △287   △194   486   589   

(参考)17 年 3 月期 1,043   △223   △526   883   

 

 

[財政状態の変動に関する定性的情報] 

 平成 18 年 3 月期第3 四半期末においては、資産合計が 8,604 百万円、負債合計が4,237 百万円、資本合

計が 4,366 百万円となりました。 

 当第３四半期における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動に882 百万円、投資活

動に 1,027 百万円使用いたしました。財務活動から得られた資金は 2,071 百万円であり、これらの結果当

第３四半期における資金は 141 百万円増加し、資金残高は1,024 百万円となりました。 

営業活動において資金が減少した主な要因は、税引前四半期純利益を 1,179 百万円計上し、仕入債務は

1,044 百万円の増加いたしましたが、クリスマス商戦の結果をうけ、季節的要因により売上債権が 3,190

百万円増加した事によるものであります。 
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 投資活動において資金が減少した主な要因は、投資有価証券の取得により 523 百万円、金型等の有形固

定資産の取得により 435 百万円を支出したことによるものであります。 

 財務活動において資金が増加した主な要因は、公募増資等による株式の発行により 2,236 百万円を調達

し、長期借入金の返済で 130 百万円、社債の償還で 35 百万円を支出したことによるものであります。 

 
 

○ 添付資料 

1.（要約）四半期貸借対照表 

2.（要約）四半期損益計算書 

3.（要約）四半期キャッシュ・フロー計算書 

4. 売上高に関する補足情報 

なお、記載金額は、記載単位未満を切り捨てております。 

 
以 上 

 

 

[参  考]  

 

平成 18 年 3 月期の業績予想（平成 17 年 4 月 1 日～平成 18 年 3 月 31 日）につきましては、平成 17 年

10 月 31 日発表の中間決算短信で通期の見通しの修正として、売上高 13,500 百万円、経常利益 1,100 百万

円、当期純利益660 百万円を別途開示しており、予定通りで見込んでおります。 

なお、業績見通しに関する記述は、当社が本開示書類提出日現在で入手可能な情報から得られた判断に

基づいておりますが、リスクや不確実性を含んでおります。よって、実際の業績は様々な要因により、記

述されている業績予想とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。実際の業績に与え得

る重要な要因には、当社の事業を取り巻く経済環境、市場動向、為替レートの変動などが含まれます。 
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〔添付資料〕 

１．（要約）四半期貸借対照表 

（単位：千円） 

当四半期 
（平成 18 年 3
月期第 3 四半

期末） 

前年同四半期 
（平成 17 年 3
月期第 3 四半

期末） 

増  減 
（参考） 
平成 17 年 
3 月期 

科  目 

金  額 金  額 金  額 増減率(%) 金  額 

（資産の部）      

Ⅰ 流動資産      

1 現金及び預金 1,029,598 594,788 434,810  888,126 

2 受取手形 741,528 582,924 158,603  166,446 

3 売掛金 4,518,984 3,429,286 1,089,697  1,903,153 

4 たな卸資産 729,256 547,030 182,225  390,328 

5 繰延税金資産 39,782 42,315 △2,533  311,445 

6 その他 271,131 202,641 68,489  185,537 

    貸倒引当金 △6,810 △5,214 △1,596  △2,682 

流動資産合計 7,323,470 5,393,773 1,929,697 35.8 3,842,355 

Ⅱ 固定資産      

 1 有形固定資産 426,898 200,982 225,916  225,565 

 2 無形固定資産 49,968 51,488 △1,520  48,542 

3 投資その他の資産 

(1)  投資有価証券 

 

522,159 

 

9,310 

 

512,849 

 

 

 

6,294 

(2)  破産更生債権等 266,347 303,647 △37,300  294,932 

 (3) 繰延税金資産 124,762 151,930 △27,167  61,300 

(4) その他 148,973 139,963 9,010  142,826 

   貸倒引当金 △260,074 △290,385 30,311  △287,209 

  投資その他の資産合計 802,169 314,466 487,703  218,144 

固定資産合計 1,279,036 566,937 712,099 125.6 492,253 

Ⅲ 繰延資産 1,629 8,145 △6,516 △80.0 6,516 

  資産合計 8,604,135 5,968,856 2,635,279 44.2 4,341,125 
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（単位：千円） 

科  目 

当四半期 
（平成 18 年 3
月期第 3 四半

期末） 

前年同四半期 
（平成 17 年 3
月期第 3 四半

期末） 

増  減 
（参考） 
平成 17 年
3 月期 

 金  額 金  額 金  額 増減率(%) 金  額 

（負債の部）      

Ⅰ 流動負債      

1 支払手形 542,579 282,133 260,446  140,096 

2 買掛金 1,411,353 1,133,519 277,833  769,670 

3 短期借入金 － 900,000 △900,000  － 

4 一年内返済予定 

  長期借入金 

260,000 260,000 0  260,000 

5 一年内償還予定社債 50,000 50,000 0  50,000 

6 未払費用 572,969 527,943 45,026  325,129 

7 未払法人税等 245,325 10,503 234,822  11,244 

8 その他 199,014 171,575 27,438  226,607 

流動負債合計 3,281,243 3,335,674 △54,431 △1.6 1,782,748 

Ⅱ 固定負債      

1 社債 550,000 600,000 △50,000  585,000 

2 長期借入金 320,000 580,000 △260,000  450,000 

3 役員退職慰労金引当金 72,865 72,865 0  72,865 

4 その他 13,089 98,566 △85,477  81,706 

固定負債合計 955,955 1,351,432 △395,477 △29.3 1,189,572 

負債合計 4,237,198 4,687,107 △449,909 △9.6 2,972,320 

（資本の部）      

Ⅰ 資本金 1,693,242 544,600 1,148,642 210.9 560,750 

Ⅱ 資本剰余金      

 1 資本準備金 1,713,466 565,777 1,147,689  581,907 

 資本剰余金合計 1,713,466 565,777 1,147,689 202.9 581,907 

Ⅲ 利益剰余金      

  1  四半期未処分利益 

又は当期未処分利益 

961,899 171,189 790,709  225,976 

利益剰余金合計 961,899 171,189 790,709 461.9 225,976 

Ⅳ その他有価証券評価差額金 △1,671 180 △1,852  171 

資本合計 4,366,937 1,281,748 3,085,189 240.7 1,368,805 

負債資本合計 8,604,135 5,968,856 2,635,279 44.2 4,341,125 
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２．（要約）四半期損益計算書 

                                    （単位：千円） 

当四半期 

（平成 18 年 3

月期 

 第 3 四半期） 

前年同四半期 

（平成 17 年 3

月期 

 第 3 四半期） 

増  減 

（参考） 

平成 17 年 

3 月期 
科  目 

金  額 金  額 金  額 増減率(%) 金  額 

Ⅰ 売上高 11,920,575 8,380,437 3,540,137 42.2 10,273,319 

Ⅱ 売上原価 7,692,926 5,204,962 2,487,964 47.8 6,454,794 

売上総利益 4,227,648 3,175,475 1,052,173 33.1 3,818,525 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 3,011,273 2,452,106 559,166 22.8 3,220,152 

営業利益 1,216,375 723,368 493,006 68.2 598,373 

Ⅳ 営業外収益 65,856 18,932 46,923 247.8 43,062 

Ⅴ 営業外費用 93,446 60,049 33,397 55.6 81,826 

経常利益 1,188,784 682,252 506,532 74.2 559,609 

Ⅵ 特別利益 27,135 － 27,135 － 2,833 

Ⅶ 特別損失 36,800 － 36,800 － 2,999 

税金等調整前四半期純利益ま

たは税金等調整前当期純利益 

1,179,119 682,252 496,867 72.8 559,442 

税金費用 443,195 299,102 144,093 48.2 121,505 

四半期純利益又は当期純利益 735,923 383,150 352,773 92.1 437,936 

(注)当四半期における営業外収益の主な内訳は、長期為替予約評価益61,250 千円であり、営業外費用の主

な内訳は、新株発行費27,911 千円、為替差損24,628 千円、支払利息及び社債利息20,142 千円であり

ます。又特別利益の内訳は貸倒引当金戻入益であり、特別損失の内訳は退職給付制度の変更に係るも

のであります。 
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３．（要約）四半期キャッシュ・フロー計算書 

                                    （単位：千円） 

 

当四半期 
（平成 18 年 3 月期 

 第 3 四半期） 

前年同四半期 
（平成 17 年 3 月期 

 第 3 四半期） 

（参考） 
平成 17 年 3 月期 

区  分 金  額 金  額 金  額 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー     

1  税引前四半期（当期）純利益 

2 減価償却費 

1,179,119 

237,632 

682,252 

127,649 

559,442 

184,171 

3 受取利息及び配当金 △129 △77 △184 

 4 支払利息及び社債利息 20,142 28,536 37,381 

 5 社債発行費償却 4,887 4,887 6,516 

 6 シンジケートローン手数料 12,749 12,756 17,006 

 7 為替差損（△差益） 19,598 560 △4,428 

 8 長期為替予約評価益 △61,250 △8,909 △32,303 

 9 売上債権の増加額 △3,190,912 △2,520,780 △578,169 

 10 たな卸資産の減少額（△増加） △338,928 178,184 334,886 

 11 仕入債務の増加額 1,044,348 884,714 378,646 

 12 未払費用の増加額（△減少） 246,674 127,785 △69,268 

 13 その他 △23,910 236,997 265.502 

小  計 △849,977 △245,443 1,099,200 

 14 利息及び配当の受取額 129 77 184 

 15 利息及び社債利息の支払額 △14,426 △23,347 △37,501 

 16 シンジケートローン手数料の支払額 △15,500 △15,500 △15,500 

 17 法人税等の支払額 △3,036 △2,930 △2,968 

営業活動によるキャッシュ・フロー △882,811 △287,143 1,043,414 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー    

1  有価証券の取得による支出 △499,870 - - 

2  有価証券満期償還による収入 500,000 - - 

 3  有形固定資産の取得による支出 △435,207 △158,945 △191,367 

 4  無形固定資産の取得による支出 △35,852 △10,699 △17,805 

5  投資有価証券の取得による支出 △523,087 - - 

6  関係会社株式の取得による支出 △19,000 △29,439 △29,439 

 7  その他 △14,234 4,969 15,469 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,027,252 △194,115 △223,143 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー    

 1 短期借入金の純増減額(△減少) - 600,000 △300,000 

 2 長期借入金返済による支出 △130,000 △130,000 △260,000 

 3 社債償還による支出 △35,000 △35,000 △50,000 

 4 株式の発行による収入 2,236,139 51,908 83,731 

 5 配当金の支払 △6 △36 △40 

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,071,133 486,871 △526,308 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 △19,598 △560 4,428 

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加額 141,471 5,052 298,391 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 883,126 584,735 584,735 

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高 1,024,598 589,788 883,126 
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４．売上高に関する補足情報 

 

〔事業別売上高〕 

(単位：千円) 

期別 

 

事業別 

 

平成 18 年３月期第３四半期 

 

平成 17 年３月期第３四半期 

前 年 

同期比 

(％) 

エデュテイメント事業 

(海外) 

2,118,703 

(6,735) 

2,190,945 

(14,568) 

96.7 

ファミリーエンターテイメント事業 

(海外) 

4,548,198 

(2,337,882) 

1,929,171 

(1,003,090) 

235.8 

NEW コンテンツビジネス事業 

(海外) 

4,140,146 

(46,526) 

3,611,600 

(22,272) 

114.6 

その他事業 

(海外) 

1,113,527 

(209) 

648,720 

(―) 

171.7 

計 

(海外) 

11,920,575 

(2,391,354) 

8,380,437 

(1,039,930) 

142.2 

 

 

 


